
国立国会図書館
施設設備専門職員採用説明会



本日のプログラム
１．国立国会図書館の組織、採用試験について:15分
２．業務概要、館内紹介、業務経験談:20分×2名
３．質疑応答:25分

注意事項等
録画・録音はお控えください。
参加者のマイクはオフに設定してあります。
質問はチャット機能を使って送付してください。



国立国会図書館の概要



機能・役割 国会図書館 ＋ 国立図書館
位置付け 立法府（国会）の一機関

国立国会図書館とは?

国会・国会議員
の補佐

行政・司法
各部門への

図書館サービス
国民への図書館

サービス



東京本館
東京都千代田区永田町

施設（勤務地）

関西館
京都府相楽郡精華町

国際子ども図書館
東京都台東区上野公園

職員数:約130名
資料数:約1,500万点

職員数:約40名
資料数:約69万点

職員数:約710名
資料数:約3,000万点



国立国会図書館職員とは?

 身分 国会職員（特別職国家公務員）
 官職（配属部局による分類）

① 司書 ⇒国立図書館としての機能を支える仕事を担当

② 調査員⇒国会図書館としての機能を支える仕事を担当

③ 参事 ⇒国の一機関としての機能を支える仕事を担当

 施設設備専門職員（参事）

施設設備の維持及び管理等に関する業務、設備新営・改修工事に関する設計・監理業務、
設備に関する技術に係る調査研究業務並びに当該専門的知識を必要とする業務



組織と配属先
館⾧

調査及び立法考査局

収集書誌部

利用者サービス部

電子情報部

関西館

国際子ども図書館

行政及び司法各部門支部
図書館（27館）

総務部副館⾧

東京本館

施設設備専門職員
→総務部管理課又は

関西館総務課に配属予定



参考情報
国立国会図書館ホームページ ホーム > 報告書・刊行物
https://www.ndl.go.jp/jp/publication/index.html

 国立国会図書館月報
国立国会図書館の蔵書や各種サービスについて総合的に紹介する広報誌
『国立国会図書館で働いてます』職員が自身の担当業務について紹介する
インタビュー連載（705～716号（2020年刊行分）に掲載）

 国立国会図書館年報
年度ごとの国立国会図書館の動きをまとめてお知らせするもの
基本的な統計、法規等も収録



採用試験について



令和３年度職員採用試験

独自の採用試験を実施 → 最終合格＝採用

試験種別 受験資格

総合職試験 昭和６２年４月２日～平成１３年４月１日生
平成１３年４月２日以降に生まれた者でも、大学卒又は卒業見込であれば可

一般職試験
（大卒程度試験） 昭和６２年４月２日～平成１３年４月１日生

平成１３年４月２日以降に生まれた者でも、大学・短大・高専卒又は卒業見込
であれば可

施設設備
専門職員採用試験
（大卒程度試験）

障害者（係員級）
（大卒程度試験）

昭和５７年４月２日～平成１３年４月１日生
障害者手帳等所持

新卒/既卒、実務経験の有無を問わず、
どなたでも大歓迎です!



施設設備専門職員採用試験
 受験申込受付:3月22日（月）～4月7日（水）（消印有効）
※特定記録郵便による郵送のみ

 第１次試験:5月9日(日) 教養試験（多肢選択式）
 第２次試験
・筆記試験:6月6日(日)
・専門試験（多肢選択式）（120分）

電気・機械・建築から申込時に１科目選択
・専門試験（記述式）（60分）施設設備に関する共通の筆記試験

・人物試験（個別面接）:
6月9日(水)～11日(金)、14日(月)～18日(金）、21日(月)
のうち指定する日

 第３次試験:7月12日(月) 人物試験（個別面接）



参考情報

https://www.ndl.go.jp/jp/employ/index.html

 合格者アンケート
 合格体験記
合格者の志望動機や学生時の思い出、
試験対策などを紹介

 過去の試験問題
専門試験の問題や英語試験問題の
出典を掲載

国立国会図書館ホームページ「採用情報」


